
令和６年度第７回 大和市子ども・子育て会議 会議録 

 

 日時：令和７年１月２９日（水）午後２時～ 

 場所：保健福祉センター ５階 ５０１会議室 

 

１． 開会 

 

２. あいさつ 

 

３. 議事 

(１) 大和市こども計画について（答申） 

 

事務局：（資料に基づき説明） 

 

会 長：まず、こども計画の主要施策に対して、お忙しい中皆様からご意見をいただきました。ご提出い

ただいたご意見について、補足するところやもう一度確認したいところがありましたらお願い

いたします。 

皆様とても丁寧に見ていただき、「修正前」というご意見もございますが、結果としては「修正

後」になろうかと思います。会長一任ということで、本会議としても「修正後」でまとめさせて

いただいて、よろしいでしょうか。 

 

委 員：（意見なし） 

 

会 長：続いて、答申案についてです。事務局と話し合いながら、委員の皆様からいただいた意見を附帯

意見として 3 つほど出させていただきました。これらの他に、外してはいけないご意見等があ

りましたらお願いいたします。 

 

委 員：ここに載せるかは説明次第になりますが、この様な計画や組織運営を行なっていく上で、通称

ＭＶＶと言われる「ミッション」、「バリュー」、「ビジョン」の３つが入ってくると思います。

この計画において、その３つはどこを指しているのでしょうか。附帯意見のところに関してで

もありますが、改めてどこを目指していくのかの根底のところを教えてください。 

 

事務局：４章と５章で立て付けは少し異なるところはありますが、４章については、現状と課題で「行う

べきこと」を提示し、施策の方向性で「今後のビジョン」と「進めていく方向性」を示していま

す。５章「子ども・子育て支援事業計画の量の見込みと確保方策」の部分でも同様に「ミッショ



ン」と「ビジョン」、それから量の見込みと確保方策のところで「バリュー」の記載があると認

識しております。 

 

委 員：わかりました。「すべてのこどもまんなか」は、方針として目指していくところに入るのかと

思ったのですが、そこはミッションとして挙がらないのですか。 

 

委 員：一番基本のところですので、お見込みのとおりです。 

 

委 員：わかりました。 

 

会 長：ほかに質疑がなければ、この答申案を妥当なものと考え、本会議からの答申としてよろしいで

しょうか。 

 

委 員：（意義なし） 

 

会 長：ありがとうございます。それではこの内容で本会議から答申いたします。 

 

   （答申書の交付） 

 

（２）大和市こども計画（素案）に対する市民意見公募結果について（報告） 

事務局：（資料に基づき説明） 

 

会 長：ただいまの説明について、 ご意見やご質問がありましたらお願いします。 

 

委 員：この１か月間の間に意見が３件しかないという意見数の少なさを痛感しています。大和市の子

育て世帯数がある程度いることから考えても極めて少ないと感じました。一つ思ったのは、神

奈川県の「かながわ子ども・若者みらい計画」は、「すぐーる」を使って意見公募を行っていま

した。県から送られてきたとき、「県はしっかりやっている」という印象を受けました。保護者

からこどもたちと家庭内で意見のやり取りができるきっかけになり、私の家庭ではできました。

この「すぐーる」の活用は検討されたのでしょうか。 

 

事務局：今回、意見は３件ということで、「こどもーる」の意見をいただいております。委員が言われた

ように、こども計画の策定に先立ち、こどもの居場所に関するアンケートについては、学校を通

じての周知を行いましたが、パブリックコメントにつきましては、他の計画と同様の扱いで行

いました。こども計画ということで、こどもへのアプローチが不足していたと思いますので、今



後は様々な媒体でさらに工夫していかなければならないと考えております。 

 

会 長：大和市はデジタル化が広がりつつあるので、学校や現場などに少しでも情報が届くように、改善

をよろしくお願いいたします。 

 

４. その他 

事務局：次回会議について、ご案内いたします。次回会議は、令和 7 年 2 月 19日（水）14：00 から、 

保健福祉センター5 階 501 会議室で行いますので、よろしくお願いいたします。 

 

会 長：委員の皆様の方から他に何かございますか。 

 

委 員：次回の会議のご案内がありましたが、次回は、定員等の予定の変更の審議があると思いますの

で、早めに資料等をお送りいただければ幸いです。 

 

５. 閉会 

 


